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韮崎市は、釜無川 と塩川 という河川に挟まれながら発展 してきた町です。古来より

藤井五千石 とよばれた「藤井平」、八ヶ岳の岩屑流によつて形成された「七里岩」 と

いつた特徴的な地形をもっています。また、このような特徴のある地形以外にも、新

府城址を初めとする数多くの文化財も所在します。

近年、市内において住宅建設や店舗建設が増え、新たに多くの地点での有無確認調

査が実施されています。本報告書は、平成16年度に実施した有無確認調査の報告 と発

掘・試掘調査の概報をまとめたものです。

遺跡の有無確認調査実施成果が地域の歴史を紐解く一助となることを願い、今後更

なる努力をしたいと考えております。

最後に、遺跡の有無確認調査実施から本報告書作成に至るまで、多大なる御理解 と

御尽力を賜 りました関係者各位及び各機関に、この場を借 りて感謝申し上げます。

平成17年 3月 31日

韮崎市教育委員会

教育長 輿 石   薫



例   言

1 本書は、平成16年度に韮崎市において実施 した開発に伴 う事前調査 (遺跡の有無確認調査)及び試掘 。発

掘調査の概報をまとめた報告書である。

2 各遺跡の名称は、小字名を採用 した。

3 遺跡の有無確認調査、発掘調査及び本報告書作成にかかわる整理作業等は、韮崎市教育委員会が行った。

4 有無確認調査から本報告書作成に至るまで、多くの方々に多大なる御理解、御尽力と御指導を賜つた。紙面

の都合上御芳名を挙げることはできないが、ここに深く感謝申し上げる次第である。

5 調査によつて出土 した遺物ならびに図面 。写真等の記録は、韮崎市教育委員会が保管・管理 している。

6 本報告書における執筆及び編集は、桜木雅紀が行つた。

調査組織

1.調査主体  韮崎市教育委員会

2.調査担当  山下 孝司・閣間 俊明・桜木 雅紀 (韮崎市教育委員会 教育課 )

3.事 務 局  (韮崎市教育委員会 教育課)

教 育 長  輿石  薫

課  長  山本 雄次

室  長  横森武千代

リーダー  山下 孝司

関間 俊明

桜木 雅紀

例

′
① 遺跡の有無確認調査実施地について、報告の都合上任意に番号を付けた。本報告書中の位置図及び一覧表中

の遺跡番号は、この番号で統一してある。

② 遺跡有無確認調査実施地一覧表中の項目は、以下のとおり略号を使用した。

表記番地以外の申請地数―「外」 (単位筆)

遺構 。遺跡の有無―「有無」

有無確認調査実施地面積―「面積」 (単位m2)

保護協定締結―「協定」

試掘調査―「試掘」

発掘調査―「発掘」

③ 地図の縮尺は、有無確認調査実施地位置図については挿図内に示した。また各遺跡の位置図については

50,000分 の 1に統一した。
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2 平成16年度市内遺跡有無確認調査実施地 一覧

No 所 在 地 外 開発目的 面 積 有無 備 考

1 富士見町―丁目302‐ 12 1 個人住宅建設 27303 無

藤井町南下條字水無421-6 個人住宅建設 18331

藤井町北下條岩上2418‐ 3 1 個人住宅建設 45525
4 藤井町北下篠字下横屋1522-5 個人住宅建設 無 下横屋遺跡(試掘 )

下祖母石325 個人住宅建設 339,87

旭町上條南割字北山田2284-2 公民館建設 26297
7 龍 岡 町 下 篠 南 割 字 西 原 480‐ 1 20 工場増築

穴山町宇三ツ石8874-6 個人住宅建設 20437
中 島 一 丁 目2755‐ 12 1 店 舗 新 築 402H6
神山町鍋山2102 物置増築 無

旭町上條南割字御勅使+3 個人住宅建設 38546
若宮二丁目1416-1 1 個人住宅建設 86523 無

旭町上條中割字山田2339-7 個人住宅建設 65347
穴 山町 字 上 新 田8694 個人住宅建設 90520 無

穴山町阿原頭7063-1 店舗新築 12536 無

大草町若尾竹 ノ下6662 1 個人住宅建設 21036 無

藤井町北下條1681-1 集合住宅建設 66220 無

旭町上條北割字宮下2978 個 人 住 宅 建 設 7727 無 大輪寺関連遺跡(試掘)

旭町上條南割字吉原2203-8 個人住宅建設 28016
穂坂町三ツ沢宇西ノ原118‐ 3 1 個人住宅建設 66275
神 山町 武 田字 坂 下 1008 工場新築

富士見ヶ丘二丁目245-2 個人住宅建設

―ツ谷1595-1 集 合 住 宅 建 設 95646 無

龍岡町若尾新田字屋敷226 個人住宅建設 16202

穂坂町宮久保八丁原4058 個人住宅建設 53456 無

26 穂坂町三ツ沢字西ノ原1239 1 個人住宅建設 無

龍岡町下條南割1694-8 個人住宅建設 24510
藤 井 町 駒 井 字 砂 宮 神 2847-5 1 個人住宅建設 92704

穂坂町宮久保字三百水1079 竜
駐車場造成

倉庫・食堂新築
1,571

穴山町5470 介護施設建設 10,180 有 長坂氏宅地(簡易測量)

本町一丁目44773 個人住宅建設

円野町上円井923-1 1 モデルハウス基礎工亭

穂坂町宮久保5438 個人住宅建設 1,36945 無

清哲町青木2864‐ 1 咽 人 住 宅 建 設 無

―ツ谷88-1 個人住宅建設 1,09297 無

藤井町坂井地内 下水道致設 有
坂井遺跡・坂井南遺跡

(発掘) (3地 点あり)

中田町小田川字下河原1416-3 個人住宅建設 無

中 田町 中榛 字 藤 塚 2868-1 個 人 住 宅 建 設 626.38 無 藤塚中林遺跡(試掘)

旭町上條中割字梅木田581 個人住宅建設 65438
藤井町駒井字砂宮神3188-5 個 人 住 宅 建 設

藤井町北下條字堂坂上2100-11 個人住宅建設 91 10 無

藤井町駒井字宮ノ前26543 個人住宅建設 37872 有 宮ノ前遺跡 (試掘・協定 )

龍 岡 町 下 篠 東 割 字 門 開 1241 個人住宅建設 33972
神山町字釜無河原221-2 個人住宅建設

神山町武田字下北原635-1 個 人 住 宅 建 設 61392
大車町若尾字東田363-10 個人住宅建設 26589
中 島 一 丁 目2076-1 1 個 人 住 宅建 設 27417 無

穴山町字次第窪5053-2 個人住宅建設 80532 無

穴山町宇次第窪5058-2 7 個 人 住 宅建 設 43266

藤井町駒井字砂宮神3188-2 1 個人住宅建設 41477 無

神山町鍋山字番匠畑329‐ 1 事務所増築

穂坂町宮久保471-2 1 倉庫新築 47960
龍岡町下條東割長塚道下638 個人住宅建設 34715
清 哲 町 青 木 字 東 屋 敷 1405の 一 部 個 人 住 宅 建 設 17688

龍岡町下條東割字長塚道下83牛 4 個人住宅建設 41693
富 士 見 ヶ丘 二 丁 目248-2 個 人 住 宅 建 設 42346

穂坂町三之蔵字金山5275 個人住宅建設

藤井町北下條字下横屋1509 宅地造成 有 下横屋遺跡 (発掘・協定 )

穂坂町宮久保字保久原5547-10 個人住宅建設 22879
藤井町北下條字下横屋1522-3 個人住宅建設 35713 無 下横屋遺跡(試掘)

旭町上篠中割2107-1 個 人 住 宅 建 設 15650

穴山町字夏目4006-2 1 公園整備 無 能見城跡(試掘)

大草町下條中割字宮前道93-2 個人住宅建設 48563 無

旭町上條中割字渋田1801-7 個人住宅建設 19418

-2-



No 所 在 地 外 開発目的 面 積 有無 備 考

下祖母石360-2 個人住宅建設 66012
中 島 一 丁 目2701-8 集 合 住 宅 建 設 454.08 無

藤井町北下條字三宮地3-3 個人住宅建設 26059 無 三富地遺跡(試掘)

龍岡町下條東割1258‐ 1 個人住宅建設 391 15 黒

龍岡町下條南割652-2 倉庫新築 93851 無

穂坂町柳平2165-88 個人住宅建設 19936 無

藤井町駒井字宮ノ前2577-4 個人住宅建設 無 宮ノ前遺跡(試掘)

大草町上條東割字堤久保1088 個人住宅建設 24985
韮崎町岩下字岩根前217 1 個人住宅建設 23057
中田町中條字中道528-4 個人住宅建設 50818 無 中田小学校遺跡(試掘)

藤 井 町 南 下 條 字 水 無 423-1 集合住宅建設 94046 有 下横屋遺跡(試掘・協定)

清哲町中西司92-1 個人住宅建設

神山町鍋山字上小路2012 個 人 住 宅 建 設 41887 無

龍岡町下條南割1004、 997-1の一部 個人住宅建設

藤井町北下條字建石島945-2 個人住宅建設 191 70

龍岡町下篠東割711 個人住宅建設 46847 無 長塚道下遺跡(試掘)

藤井町南下條33牛 1 個人住宅建設 16203

韮崎町上ノ山字北掘3624-5 個 人 住 宅 建 設 28032
大草町下條中割字宿新居258の 一部 個人住宅建設 44023 無

藤井町坂井字村ノ前648-2 1国 人 住 宅 建 設 43489 無 坂井遺跡 (試掘 )

旭町上條中割591-呵 個人住宅建設 39505
藤井町駒井2228-1 個人住宅建設 無 宮ノ前遺跡(試掘 )

ネ申山町武田字_L北原833-3 1 個人住宅建設 58523 無

神山町武田410-1 倉庫新築 無

本町三丁目2327-1 病院増築

旭町上條中割字渋田H638-1 個人住宅建設 44775
中田町中條1240‐ 1 1 草庫新築 38606 無

龍岡町下條東割731-1 プレハブ店舗基礎整地 81860
藤井町南下條字水無399-2 個人住宅建設 22576
穂坂町上今井宇下高原尾402-2 個 人 住 宅 建 設

藤井町駒井字砂宮神3296‐ 1 1 個人住宅建設 19808

穂坂町三ツ沢字西ノ原1130-3 1 個 人 住 宅 建 設 49664
大車町上條東割字羽根前8854 事務所新築 18669 無 羽根前遺跡(試掘)

穂坂町三ツ沢字小前下割2349-2 1 個人住宅建設 23489
藤 井 町南 下 篠 421-7 個人住宅建設 20023

100 龍岡町下條東割929‐ 2 個人住宅建設 25503
龍岡町下條東割929‐ 3 個 人 住 宅 建 設 23301

円野町入戸野12 車庫新築

大車町下條西割1200-1 資材置場新築 4394
大 草 町 下 篠 西割 字 前 新 田 1048-1 倉庫増築

龍岡町下條東割981‐ 1 個人住宅建設 38541
富士見―丁目1667 集合住宅建設 無

大草町若尾字東田265-1 個人住宅建設 無

108 韮崎町上ノ山字北掘3533 介護施設建設

109 中田町中條字宿1290-3 倉庫新築 30045
大草町若尾字高之原1241 駐車場新設 309933 無

1 清 哲 町 青 木 字 上 阿 原 175-160 個人住宅建設 24881

藤井町坂井字茅林764の 一部 個人住宅建設 59159 無 坂井遺跡(試掘)

下祖母石2196-2 個 人 住 宅 建 設 48807 無

穂坂町宮久保字三百水司077-1 倉庫・食堂増築 48870
神山町武田字下北原780 個人住宅建設

清哲町青木後田1348 個人住宅建設 7063 無

若宮三丁目799-1 1 集合住宅建設 1,70171 無

龍岡町下條南割字石原300-1 個人住宅建設

神山町鍋山366-1 3 集合住宅建設 19810

120 藤井町北下條司550 9 集合住宅建設 有 後田堂ノ前遺跡(発掘)

旭町上條北割2002‐ 46 個人住宅建設 357623

大草町若尾竹の下517 2 タウンハウス新築 1,28754

下祖母石2149 1 1国人住宅建設 1,31384

穂坂町三ツ沢1117 倉庫新築 無

125 藤 井 町 駒 井 字 砂 宮 神 2855 個人住宅建設 2140
龍岡町若尾新田字東河原509 3 集合住宅建設

127 神 山町 北 宮 地 39-1 個人住宅建設 36233 無

龍岡町下條南割字北原1155-6 個人住宅建設 23235
穴山町字上新田8719 個人住宅建設 15844 無

神山町鍋山字釜無河原281-71 1 倉庫新築 19144 無
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No 所 在 地 外 開発目的 面  積 有無 備 考

清哲町水上73-2 個人住宅建設 61346
旭町上條南割字大御勅使297-1 個人住宅建設

旭町上條北割字金山1161 1 事務所新築 無

龍岡町若尾新田字古川端953 個人住宅建設 47973 無

135 穴山町字伊藤窪3528-4 個人住宅建設
136 穂坂町宮久保42042 1 集合住宅建設 65580
137 龍岡町下篠南割字西原501-13 工場新築 無

若宮三丁目858 集合住宅建設 317399
円野町上円井字石之坪15721 個人住宅建設 40670
中島二丁目2834-1 集合住宅建設 88095 無

中島一丁目2056-1 集合住宅建設 83140
本 町 三 丁 目2318-2 1 個人住宅建設 無

旭町上條北割字鎌倉3955-5 個人住宅建設 41511
旭町上條北割字鎌倉3955-4 個人住宅建設 38197
穴山町字下本田11 個人住宅建設 26096
中 央 町 6-3 個人住宅建設 無

清哲町大字青木字上北原2551-1 個人住宅建設 41199
富士見ヶ丘二丁目248-1 個人住宅建設 39010 無

中田町中条字後地1371‐ 10 個人住宅建設 29753
本町二丁目1959 車庫新築 29202
藤井町南下條宇水無316 集合住宅建設 無 下 横 屋 遺 跡 (試掘 )

152 藤井町駒井字砂宮神3193-4 個人住宅建設 無

153 下祖母石2075 個人住宅建設 42140
穴山町字上新田7765-1 個人住宅建設 無

穂坂町三ツ沢字中島2955 倉庫新築 95221
156 栄町―丁目3680‐ 1 1 個人住宅建設 50518

神山町鍋山1843 温泉施設 無

中 国 町 中条 字 後 地 1371-7 1 個人住宅建設 24842
水神―丁目47771 宅地造成 有 西表堤防跡(H17年度発掘予定)

穂坂町宮久保字琵琶坂18-1 1 個人住宅建設 86212 無

富士見ヶ丘二丁目245-3 個人住宅建設

藤井町北下條字殿田1679-2 貸店舗建設 58311 無 上横屋遺跡(試掘 )

163 円野 町 下 円井 字 山 際 1907 個人住宅建設 68265 無 山 際 東 幅 遺 跡 (試掘 )

龍岡町若尾新田907-4 個人住宅建設 661 18

龍岡町若尾新田11341 個人住宅建設

水神三丁目4890‐ 1 個人住宅建設 2呵 986

穂坂町三ツ沢女夫石409牛司 鉄塔建設 無

中島一丁目2584‐ 3 3 個人住宅建設

韮崎町上ノ山宇北掘3624‐ 7 個人住宅建設 33498
韮崎町上 ノ山字北掘362牛6の 一部 個人住宅建設 39838
円野町上円井字古河原2570-1 個人住宅建設 19431

172 藤井町北下條字下横屋15283 個人住宅建設 23255 無 下横屋遺跡(試掘)

穂坂町宮久保字三百水1175-2 グループホーム改修 25166
藤井町北下篠字下横屋1591-2 個人住宅建設 3096 無 下横屋遺跡(試掘)

175 藤井町北下條字下横屋1510-5 個人住宅建設 24882 無 下横屋遺跡 (試掘 )

藤井町北下條208-1 個人住宅建設 無 下横屋遺跡(試掘)

177 藤井町北下篠字下横屋1553 個人住宅建設 75068 無 下横屋遺跡(試掘)

中田町中条字藤塚2859-司 個人住宅建設 67003 無 藤塚中林遺跡(試掘)

大草町若尾字東田257-1 個人住宅建設 57171
龍岡町若尾新田907-4 個人住宅建設

中島一丁目2070 プレハブ店舗 93447
182 下祖母石2112 集合住宅建設 1,58572

龍岡町若尾新田宇海老島 1 工場建設 5,53705
184 穴山町5618-7 個人住宅建設 49364

大草町若尾字東田365-8 個人住宅建設 20008
中 島二 T目 2939‐ 12 個人住宅建設 13580 無

藤井町北下條1528-4 個人住宅建設 23214
大草町下條中割字上橋147-1 1 店舗建設 19120

藤井町北下條字田中地390-1 物置新築 70420 無 殿田遺跡(試掘 )

藤井町駒井字宮ノ前2458-3 個 人 住 宅 建 設 無 宮ノ前遺跡(試掘)

清哲町青木字後田1354-2 個人住宅建設 50014
龍岡町下條南割字石宮995-29 個人住宅建設

193 旭町上篠中割字清水尻1241-3 店舗併用住宅 49527
穂坂町柳平字高見堂2085-1 1 鉄塔建設 無

藤井町】ヒ下條1724-2 個人住宅建設 22489 無

7kネ申二可
~目

4944-1 事務所新築
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No 所 在 地 外 開発目的 面 積 有無 備 考

197 中島一丁 目2072-1 集合住宅建設 64474

富士見ヶ丘二丁目2454 個人住宅建設 22893 無

大草町上條東割字築地786 個人住宅建設 無 築 地 遺 跡 (試掘 )

200 藤井町北下條字下横屋1510-6 個人住宅建設 無 下横屋遺跡(試掘 )

藤井町南下條字冷田169-2 店舗建設

202 韮崎町上ノ山字北掘362牛6 個人住宅建設 無

203 藤井町駒井字砂宮神3296-5 個人住宅建設 無

204 大草町上條東割字築地787-1 個人住宅建設 22482

皇05 富士見ケ丘三丁目2629-1 店舗建設 71752

206 大草町上條東割字中芝原133-1 鉄塔建設 久保屋敷違跡(平成17年度試掘予定)

207 藤井町北下條32-1 集合住宅建設

藤井町北下條字榎田148‐ 2 3 個 人 住 宅 建 設 33429

清哲町青木175‐ 158 建売住宅

藤井町北下條1599-3 個人住宅建設

穂坂町柳平字高見堂2085-1 鉄塔建設

大草町若尾字上手屋敷864 個人住宅建設 64499

円野町上円井字上古河原2557 個人住宅建設 27838 無

穂坂町柳平字屋敷平2366-4 鉄塔建設

清哲町青木字上河原175-161 個人住宅建設

韮崎町上ノ山字立石351‐ 3 1 個人住宅建設 39752 無

清哲町折居宇近山126牛 1 1 個人住宅建設

水神三丁目4890‐ 4 個人住宅建設 21986

219 清哲町青木字横道下1878-1 1 個人住宅建設

大草町下條東割字長塚道下921-1 個人住宅建設

221 穂坂町上今井字中高原尾293‐ 3 個人住宅建設 376.02 無

222 大革町若尾新田字石塚632-3 個人住宅建設 20091

223 旭町上条中割字小曾根2097-1 個人住宅建設 23091

224 藤井町駒井字砂宮神273牛 1 個人住宅建設 30750

225 藤井町駒井字宮ノ前2549-4 個人住宅建設 無 宮ノ前遺跡(試掘)

226 清哲町青木字東畑1895 個人住宅建設 39826

(注 1)有 無の欄の「―」は、有無確認調査未実施を示す。

(注 2)文 イし財保護法57条 に係る文葺のみが提出されている箇所があるので、以下に明記 しておく。

No 所 在 地 外 開発目的 面 積 有無 備 考

I 穴山町宇宿尻地内 県道バイパス敷設 5,000 有 能見城跡(発掘)

Ⅱ 穂坂町宮久保字飯米場6078-1 鉄塔建設 無 飯米場遺跡(試掘)

Ⅲ 穴山町4306-1 残土仮置場 2,400 有 宿尻第2遺跡(試掘)

Ⅳ 大草町上條東割上ノ久保1390‐ 3 6 農業基盤整備事業 有 丸山東遺跡(発掘)

V 龍岡町下條南割1759先 1 地質調査 002 無 御座田遺跡 (試掘 )

Ⅵ 龍岡町下條南割1895先 地質調査 無 御座田遺跡(試掘)
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第 2章 平成16年度の試掘・発掘調査 概報

1 長坂氏宅地跡

所 在 地 :穴山町5470外

調査原因 i介護施設建設

調査期間 :平成16年 6月

調査面積 :10,180m2

備 考 :簡易測量調査

遺跡の概要

本遺跡は、北西に峰山、北東に鷲山があり、周辺に『甲斐国志』に見える大学屋敷等が存在する。

開発予定地内に既に土塁等の遺構が確認されていたため、遺構の簡易記録を作成した。その記録及び有無確認

調査の結果を踏まえて、計画地は埋蔵文化財包蔵地外の場所に変更されるに至つた。

図 1 長坂氏宅地跡 簡易測量範囲
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2 坂井遺跡

所 在 地 :藤井町坂井地内

調査原因 :下水道敷設

調査期間 :平成16年 8月 ～平成17年 3月

調査面積 :200m2

備 考 :発掘調査

遺跡の概要

七里岩は、八ヶ岳の山体崩壊期の韮崎岩屑流によつて形成されたものである。国界橋より韮崎に至る釜無川左

岸は、高さ70～80mの急崖をなし、塩川右岸の若神子以南では数十mの急崖をなしている。この台地上には数十

個の小円頂丘状の流れ山地形が見られる。小円頂丘の間に低い凹地ができていて、これを久保 (窪 )ま たは沢と称

し、涌水地 となっている。本遺跡はこうしたいくつかの小円頂丘 と涌水地点を合む場所に立地する。今回の調査

地点周辺には坂井南遺跡や、故志村滝蔵氏等の発掘調査地が存在する。

坂井遺跡は、地元の故志村滝蔵氏により発掘調査、発掘調査報告書の自費出版 (志村滝蔵『坂井』1965)、 坂井

考古館の設立や竪穴住居跡の仮復元などが行われた。縄文時代～中世にわたりこの地に人々が暮 らしていたこと

が発掘調査等で確認された。故滝蔵氏 (『坂井』)及び韮崎市教育委員会 (『坂井南遺跡』、『坂井遺跡』等)の発掘調

査地点を合めて、周囲の畑や果樹園に集落が広がつていると考えられる。

今回、韮崎市教育委員会で試jFB調査を行い、遺構が保存されていることを確認 した。韮崎市 と韮崎市教育委員

会の間で協議を行い、遺構が確認された箇所について韮崎市遺跡調査会で発掘調査を実施 した。

鳴 |て 1岳 とも
__ミね

図 2 坂井遺跡 発掘範囲
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3 宮ノ前遺跡

所 在 地 :藤井町駒井字宮ノ前2654‐ 3

調査原因 :個人住宅建設

調査期間 :平成16年 6月

調査面積 :378.72m2

備 考 :試掘調査・保護協定書締結

遺跡の概要

本遺跡は、塩川の侵食による茅ヶ岳山麓断崖 と七里岩台地東側の片山とに挟まれた平地の、中央部やや南側に

広がる微高地上に位置する。この平地は通称 「藤井平」とよばれ、地内を貫流する黒沢川・藤井堰により水利が

よく、肥沃で豊かな水田地帯が広がつている。『甲斐国志』には「穴山ヨリ南小田川、駒井、坂井、中條、下條、

韮崎等ノ数村ヲ里人藤井ノ庄五千石 卜云」と記載され、古くから穀倉地帯であったことが うかがえる。一見、平

坦地だが、度重なる氾濫による自然堤防状の微高地が多く発達している。周辺では過去に、宮ノ前第 3遺跡 (韮

崎市遺跡調査会『宮ノ前第 3遺跡』1993)、 宮ノ前第 4遺跡 (韮崎市遺跡調査会『宮ノ前第 4遺跡』1995)、 宮ノ

前第 5遺跡 (韮崎市教育委員会『宮ノ前第 5遺跡』1997)等 の発掘調査が実施された。

今回開発に伴い、開発予定地が埋蔵文化財包蔵地の宮ノ前遺跡であることから、韮崎市教育委員会で試掘調査

を行い、遺構を確認 した。地権者 。開発業者及び韮崎市教育委員会の間で協議を行い、埋蔵文化財に影響をおよ

ばさない工法 とする内容の保護協定を締結 した。

図 3 宮ノ前遺跡 保護協定範囲
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4 下横屋遺跡

所在地 :藤井町北下條字水無423-1外

調査原因 :個人住宅建設

調査期間 :平成16年 8月

調査面積 :940.46m2

備 考 :試掘調査 。保護協定書締結

遺跡の概要

本遺跡は、藤井平 とよばれる平地に位置する。藤井平地域は、中央部を流れる塩川によつて、長さ約9.5km・

幅数百mに及ぶ平坦で長大な河岸段丘を形成 している。段丘面上は古来 「藤井五千石」 と称される穀倉地帯であ

つたことが知られている。周辺では過去に、下横屋遺跡 (韮崎市遺跡調査会『下横屋遺跡』1991)、 下横屋遺跡第

3地点 (韮崎市教育委員会ほか『下横屋遺跡」』2001)、 下横屋遺跡第 4地点 (韮崎市遺跡調査会『下横屋遺跡、』

2002)等の発掘調査が実施されている。

今回開発予定地が埋蔵文化財包蔵地の下横屋遺跡であることから、韮崎市教育委員会で試掘調査を行ない、遺

構を確認 した。地権者 。開発業者及び韮崎市教育委員会の間で協議を行い、埋蔵文化財に影響をおよぼさない工

法をとること等を条件 とする保護協定を締結 した。

封―キ也_二聖=郎
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図 4 下横屋遺跡 保護協定範囲
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5 飯米場遺跡

所 在 地 :穂坂町宮久保字飯米場6078-1

調査原因 :鉄塔建設

調査期間 :平成16年 7月

調査面積 :150m2

備 考 :試掘調査

調査の概要

本遺跡は、塩川左岸の穂坂丘陵地に位置する。この丘陵地は茅ヶ岳へ とつづくもので、その傾斜はそれほど緩

やかではない。『延喜式』に山梨に柏前牧、員衣野牧、穂坂牧があり、穂坂牧から30頭の馬が献上されたとの記載

がある。この穂坂牧の推定地が韮崎市穂坂である (韮崎市教育委員会『飯米場遺跡』2002)。

昭和 6年から発掘調査が本格的に実施された。昭和16年には大山史前学研究所によつて発掘調査が行われ、山

梨県ではじめて竪穴住居跡の検出に成功 した (竹下次作・井出左重 「山梨県穂坂村飯米場遺跡発掘報告」『史前学

雑誌13-6』 1941)。 遺跡は、藤井町の坂井遺跡 と共に韮崎市の発掘調査の端緒 となる重要な遺跡である。かねて

から穂坂小学校敷地内では、縄文土器が完形でいくつも発見されるなど、多数の遺物出土が相次ぎ、遺跡が広範

囲であることは既に確認されていた。

今回開発地内が埋蔵文化財包蔵地の飯米場遺跡であることから、韮崎市教育委員会で試掘調査を行つた。その

結果、遺構 。遺物は確認されなかった。

図 5 飯米場遺跡 試掘調査範囲
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6 西表堤防跡

所 在 地 :水神 1丁 目4777-1

調査原因 :宅地造成

調査期間 :平成17年度予定

調査面積 :一m2

備 考 :発掘調査予定

調査の概要

本遺跡は、西の釜無川、東の七里岩に挟まれ、北側には平成13年発掘された西表堤防遺跡 (西表堤防遺跡調査

会『西表堤防遺跡』2002)が ある。かつての堤防は釜無川の左岸堤防であつたが、前面に新 しく堤防が建設され

たため、現在は住宅や田畑の中に取 り残された状態である。

今回開発予定地が、かつての堤防にかかつているため、地権者 。開発業者及び韮崎市教育委員会の間で協議を

行い、遺跡の破壊を免れないため、発掘調査を平成17年度に韮崎市教育委員会で実施予定である。

図 6 西表堤防遺跡 発掘調査予定範囲
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7 丸山東遺跡

所 在 地 :大草町上條東割上ノ久保1390-3外

調査原因 :農業基盤整備事業

調査期間 :平成17年 2月 ～ 3月

調査面積 :600m2

備 考 :発掘調査

遺跡の概要

韮崎市西部には、地蔵 ヶ岳 (2,780m)。 観音岳 (2,841m)。 薬師岳 (2,765m)な どの高山が連なり、その前

衛として巨摩山脈北部の山々がほぼ南北に走 り、その中の甘利山は標高1,672mと 、約千mの高度差を示している。

さらに一段下がつて、旭山 (1,037m)がある。南西から北東の方向に複数の渓流が流出し、扇状地を形成 してい

る。また、釜無川 と御勅使川の間にある竜岡台地には、幾段かの高位・中位および低位の段丘ができている (韮

崎市遺跡調査会はか『羽根前遺跡』1999)。 本遺跡は、竜岡台地高位段丘の舌状台地上に位置する。周辺では過去

に、久保屋敷遺跡 (山 梨県教育萎員会『久保屋敷遺跡』1984)や羽根前遺跡 (韮崎市遺跡調査会『羽根前遺跡』

1999)等 の発掘調査が実施された。

今回開発予定地が、埋蔵文化財包蔵地の丸山東遺跡であることか ら、韮崎市教育委員会で試掘調査を行ない、

遺構を確認 した。山梨県・山梨県峡北地域振興局農務部及び韮崎市教育委員会の間で協議を行ない、遺跡の破壊

を免れないため、韮崎市教育委員会で発掘調査を実施 した

図 7 丸山東遺跡 発掘調査範囲
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8 坂井南遺跡

所 在 地 :藤井町坂井地内

調査原因 :下水道敷設

調査期間 :平成16年 8月 ～ 9月

調査面積 :一m2

備 考 :発掘調査

遺跡の概要

坂井南遺跡は、坂井遺跡の南側に所在 していることからその名称が付けられた。本遺跡は、七里岩台地南部の

小高い小円頂丘の一角に位置する。周辺では過去に、坂井遺跡 (志村滝蔵『坂井』1965)、 坂井南遺跡 (韮崎市教

育委員会『坂井南』1988ほか)、 坂井南 (大原)遺跡 (韮崎市教育委員会『坂井南 (大原)遺跡』1995)等の発掘

調査が実施された。

今回開発予定地が、埋蔵文化財包蔵地の坂井南遺跡であることか ら、韮崎市教育委員会で試掘調査を行い、遺

構を確認 した。韮崎市 と韮崎市教育委員会の間で協議を行い、遺構が確認された箇所については、韮崎市遺跡調

査会で発掘調査を実施 した。

図 8 坂井南遺跡 発掘調査範囲
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9 羽根前遺跡

所 在 地 :大草町上條東割字羽根前885‐ 4外

調査原因 :個人住宅建設

調査期間 :平成16年 9月

調査面積 :186.69m2

備 考 :試掘調査

遺跡の概要

韮崎市西部には、地蔵 ヶ岳 (2,780m)・ 観音岳 (2,841m)。 薬師岳 (2,765m)な どの高山が連なり、その前

衛として巨摩山脈北部の山々がほぼ南北に走 り、その中の甘利山は標高1,672mと 、約千mの高度差を示 している。

さらに一段下がつて、旭山 (1,037m)がある。南西から北東の方向に複数の渓流が流出し、扇状地を形成 してい

る。また、釜無川 と御勅使川の間にある竜岡台地には、幾段かの高位 。中位および低位の段丘ができている。本

遺跡は、竜岡台地高位段丘の舌状台地上に位置する。周辺では過去に、久保屋敷遺跡 (山梨県教育委員会『久保

屋敷遺跡』1984)等 の発掘調査が実施された。

今回開発予定地が、埋蔵文化財包蔵地の羽根前遺跡であることから、韮崎市教育委員会で試掘調査を行つた。

その結果、遺構・遺物は確認されなかった。

図 9 羽根前遺跡 試掘調査範囲
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10 藤塚 中林遺跡

所在地 :中 田町中条字藤塚2868‐ 1

調査原因 :個人住宅建設

調査期間 :平成16年 6月

調査面積 :670.03m2

備 考 :試掘調査

遺跡の概要

甲府盆地に楔を打ち込んだような七里岩は、韮崎岩屑流が塩川及び釜無川の侵食等によつて形成された台地で

ある。特に釜無川左岸は浸食作用によつて比高差40～ 150mの断崖がつくられ、長野県蔦木まで約30kmに わたち

て奇観を呈 しており、七里岩の名のおこりとなっている。本遺跡はこの七里岩台地上に位置する。周辺では過去

に、伊藤窪第 2遺跡 (韮崎市遺跡調査会『伊藤窪第 2遺跡』1991)、 上本田遺跡 (韮崎市教育委員会『上本田遺跡』

1992)、 能見城跡 (韮崎市教育委員会ほか『能見城跡』1998)等 の発掘調査が実施された。

今回開発予定地が、埋蔵文化財包蔵地の藤塚中林遺跡であることから、韮崎市教育委員会で試掘調査を行った。

その結果、遺構・遺物は確認されなかった。

第10図 藤塚中林遺跡 試掘調査範囲
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11 能見城跡

所 在 地 :穴山町字夏目地内

調査原因 :県道穴山パイパス敷設

調査期間 :平成16年 6月 ～平成17年 3月

調査面積 :5,000m2

備 考 :発掘調査

遺跡の概要                    ＼
ⅢⅢ＼ Yヽこ :lll＼

tと

囃 :°・
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ミ1急

本遺跡は、八ヶ岳の山体崩壊に伴 う韮崎岩屑流が、釜無川・塩川による侵食で形成された韮崎市か ら長野県蔦

木にかけてそびえる七里岩台地上に存在する。江戸時代に編纂された『甲斐国志』によれば、能見城は新府城の

外郭であつたとされる。また、同書には能見城防塁の東側部分は 「堂ヶ坂砦」 とよばれ、天正壬午の戦いにおい

て徳川家康が設置 したともされている。いづれにしても、能見城が天正 9。 10年の 2年間に構築、使用された遺

構であることは確実であり、この時代の歴史を探る上で貴重な資料である。

今回開発予定地が、埋蔵文化財包蔵地の能見城跡であり、既に遺構等の存在が確認されていた。山梨県峡北地

域振興局・山梨県教育委員会及び韮崎市教育委員会の間で協議を行い、保存を目的とする発掘調査を韮崎市教育

委員会で実施 した。
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図11 能見城跡 発掘調査範囲
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12 宿尻第 2遺跡

所 在 地 :穴 山町4306-1

調査原因 :残土仮置場

調査期間 :平成16年 11月

調査面積 :2,400m2

備 考 :発掘調査

遺跡の概要

本遺跡は、釜無川 と塩川に挟まれた八 ヶ岳の岩屑流によつて形成された七里岩台地上に位置する。周辺には、

能見山 (590m)。 兜山 (570m)等 の小高い山や、宿尻遺跡 (山梨県教育委員会『宿尻遺跡』1990・ 韮崎市教育委

員会『宿尻遺跡』1999)・ 宿尻第 2遺跡 (韮崎市教育委員会『宿尻第 2遺跡』2004)等が存在する。

今回開発予定地が、埋蔵文化財包蔵地の宿尻第 2遺跡であることから、韮崎市教育委員会で試掘調査を行い、

遺構を確認 した。地権者・開発業者及び韮崎市教育委員会の間で協議を行い、遺跡保存の可能な方法をとること

とし仮残土置場 とした。

図12 宿尻第 2遺跡 試掘調査地点
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13 御座田遺跡

所 在 地 :龍岡町下條南割1759先外

調査原因 :地質調査

調査期間 :平成17年 3月

調査面積 :981.02m2

備 考 :試掘調査

遺跡の概要

釜無川 と御勅使川が合流する河川敷に構築されたとされる「十六石」は、釜無川の水流を赤岩にぶつけるとと

もに御勅使川の水流を順流させる役割をもち、龍王信玄堤 と一対をなす治水工法であるとされている (安達満

「川除口伝書」にみる甲州流治水工法」『武田氏研究第 2号』1988)。 本遺跡は、釜無川 と御勅使川の低位段丘面上

に位置し、「十六石」の伝承地を合んでいる。周辺には、長塚道下遺跡、竜岡将模頭 (山下孝司「韮崎市竜岡将棋

頭」『将棋頭遺跡・須沢城址』1989)等 が存在する。

今回開発予定地が、埋蔵文化財包蔵地の御座田遺跡であることか ら、韮崎市教育委員会で試掘調査を行つた。

その結果、遺構・遺物は確認できなかった。

図13 御座田遺跡 試掘調査地点
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14 三宮地遺跡

所在地 :藤井町北下條字三宮地 3‐ 3外

調査原因 :個人住宅建設

調査期間 :平成16年 9月

調査面積 :260.59m2

備 考 :試掘調査

遺跡の概要

本遺跡は、茅 ヶ岳山麓 と七里岩に狭まれた通称 「藤井平」に位置する。『甲斐国志』に「穴山ヨリ南小田川、駒

井、坂井、中條、下條、韮崎等ノ数村ヲ里人藤井ノ庄五千石 卜云」 と記載され、古くか ら穀倉地帯であったこと

をうかがわせる。周辺では過去に、後田第 2遺跡 (韮崎市遺跡調査会ほか『後田第 2遺跡』1996)、 後田堂ノ前遺

跡 (韮崎市教育委員会ほか『後田堂ノ前遺跡』1997)、 宮ノ前第 5遺跡 (韮崎市教育委員会『宮ノ前第 5遺跡』

1997)等の発掘調査が実施された。

今回開発予定地が、埋蔵文化財包蔵地の三宮地遺跡であることから、韮崎市教育委員会で試掘調査を行つた。

その結果、遺構・遺物は確認できなかった。
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図14 三宮地遺跡 試掘調査範囲
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15 殿田遺跡

所 在 地 :藤井町北下條字田中地390-1外

調査原因 :個人住宅建設

調査期間 :平成17年 2月

調査面積 :704.20m2

備 考 :試掘調査

遺跡の概要

塩川によつて長さ9.5km。 幅 lkm～数百mに及ぶ平坦で長大な河岸段丘上が形成された。この河岸段丘は通称

「藤井平」とよばれる。段丘面上は古来 「藤井五千石」と称される穀倉地帯であったことが知 られ、現在でも肥沃

な水田地帯が広がつている。本遺跡は、この藤井平に位置する。周辺では過去に、北下条遺跡 (韮崎市教育委員

会『北下条遺跡』1991)、 下横屋遺跡 (韮崎市教育委員会ほか『下横屋遺跡』1991ほか)、 後田第 2遺跡 (韮崎市

遺跡調査会ほか『後田第 2遺跡』1996)等 の発掘調査が実施された。

今回開発予定地が、埋蔵文化財包蔵地の殿田遺跡であることから、韮崎市教育委員会で試掘調査を行つた。そ

の結果、遺構・遺物は確認できなかった。

図15 殿田遺跡 試掘調査範囲
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16 山際束幅遺跡

所 在 地 :円野町下円井字山際1907

調査原因 :個人住宅建設

調査期間 :平成16年12月

調査面積 :682.65m2

備 考 :試掘調査

遺跡の概要

韮崎市西部は、南アルプス連峰が連なり、その前後に階段状に山々が屹立 している。これ らの山々からは大小

の渓流が流れ出し、それぞれ扇状地をつくりだ している。扇状地の末端は釜無川によつて侵食され急崖 となり河

岸段丘を形成 している。本遺跡はこのような釜無川右岸河岸段丘上に位置する。周辺では過去に、二反田遺跡

(韮崎市教育委員会はか『二反田遺跡』1994)、 半縄田遺跡 (韮崎市教育委員会ほか『半縄田遺跡』1995)等の発

掘調査が実施された。

今回開発予定地が、埋蔵文化財包蔵地の山際東幅遺跡であることから、韮崎市教育委員会で試掘調査を行った。

その結果、遺構・遺物は確認されなかった。

図16 山際東幅遺跡 試掘調査範囲
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17 後田堂ノ前遺跡

所 在 地 :藤井町北下條1550外

調査原因 :集合住宅建設

調査期間 :平成16年 9月

調査面積 :4,774m2

備 考 :発掘調査

遺跡の概要

本遺跡は、「藤井五千石」 と称される肥沃な穀倉地帯である通称 「藤井平」に位置する。藤井平は一見平坦に見

えるが、塩川の流路安定以前は藤井平の段丘面上で様々に流れを変化させ、自然堤防状の微高地が所々に発達 し

ている (韮崎市教育委員会ほか『後田堂ノ前遺跡』1997)。 周辺では過去に、下横屋遺跡 (韮崎市教育委員会『下

横屋遺跡』1991ほか)、 後田第 2遺跡 (韮崎市教育委員会『後田第 2遺跡』1996)、 上横屋遺跡 (韮崎市教育委員

会『上横屋遺跡』1999)等の発掘調査が実施された。

今回開発予定地が、埋蔵文化財包蔵地の後田堂ノ前遺跡であることから、韮崎市教育委員会で試掘調査を行い、

遺構が確認された。遺構が確認された箇所について、韮崎市遺跡調査会で発掘調査を実施 した。

ユ|:VI[

図17 後田堂ノ前遺跡 発掘調査範囲
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18 久保屋遺跡

所 在 地 :大草町上條東割字中芝原133-1

調査原因 :鉄塔建設

調査期間 :平成17年度予定

調査面積 :一m2

備 考 :試掘調査予定

遺跡の概要

韮崎市西部には、地蔵ヶ岳 (2,780m)。 観音岳 (2,841m)。 薬師岳 (2,765m)な どの高山が連なり、その前

衛として巨摩山脈北部の山々がほぼ南北に走り、その中の甘利山は標高1,672mと、約千mの高度差を示している。

さらに一段下がつて、旭山 (1,037m)がある。南西から北東の方向に複数の渓流が流出し、扇状地を形成してい

る。また、釜無川と御勅使川の間にある竜岡台地には、幾段かの高位 。中位および低位の段丘ができている。本

遺跡は、竜岡台地高位段丘の舌状台地上に位置する。周辺では過去に、久保屋敷遺跡 (山梨県教育委員会『久保

屋敷遺跡』1984)、 羽根前遺跡 (韮崎市教育委員会ほか『羽根前遺跡』1999)等 の発掘調査が実施された。

今回開発予定地が、埋蔵文化財包蔵地の久保屋遺跡であることから、韮崎市教育委員会で試掘調査を平成17度

に行う予定である。

図18 久保屋遺跡 試掘調査予定範囲
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19 上横屋遺跡

所 在 地 :藤井町北下條字殿田1679-2

調査原因 :貸店舗

調査期間 :平成16年12月

調査面積 :704.20m2

備 考 :試掘調査

遺跡の概要

本遺跡は、塩川右岸の南北約9.5kmに及ぶ広大な河岸段丘上にある。この段丘は藤井平 とよばれる肥沃な穀倉

地帯である。周辺では過去に、堂の前遺跡 (韮崎市教育委員会『中本田遺跡 。堂の前遺跡』1987)、 後田第 2遺跡

(韮崎市遺跡調査会『後田第 2遺跡』1996)、 上横屋遺跡 (韮崎市遺跡調査会『上横屋遺跡』1999)等の発掘調査

が実施された。

今回開発予定地が、埋蔵文化財包蔵地の上横屋遺跡であることか ら、韮崎市教育委員会で試掘調査を行つた。

その結果、遺構・遺物は確認されなかった。

第19図 上横屋遺跡 試掘調査範囲
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20 大輪寺関連遺跡

所 在 地 :旭町上條北割字宮下2978

調査原因 :個人住宅建設

調査期間 :平成16年 5月

調査面積 :77.27m2

備 考 :試掘調査

遺勘の概要

本遺跡は、標高400m程の韮崎段丘西側部分、御坊沢扇状地の標高390m程に位置する。韮崎段丘は、釜無川に

よつて形成され、北部で南北に狭長な台形を呈す。西側は、甘利沢 。御坊沢などにより形成された小規模な複合

扇状地があり、東側は、起伏にとんだ ロームの小丘がつづく。中央部は、西側の山地か ら多くの沢が流れ下 り、

段丘面を侵食 している。このあた りは、段丘の水の集るところであり、古くは低湿地であったことが うかがわれ

る。周辺では過去に、久保屋敷遺跡 (山梨県教育委員会『久保屋敷遺跡』1984)、 大輪寺東遺跡 (山梨県教育委員

会『大輪寺東遺跡』1990)等の発掘調査が実施された。

今回開発予定地が、埋蔵文化財包蔵地の大輪寺関連遺跡であることか ら、韮崎市教育委員会で試掘調査を行つ

た。その結果、遺構・遺物は確認されなかった。

第20図 大輪寺関連遺跡 試掘調査範囲

-25-



21 中田小学校遺跡

所 在 地 :中 田町中條字中道528-4

調査原因 :個人住宅建設

調査期間 :平成16年 9月

調査面積 :508.18m2

備 考 :試掘調査

遺跡の概要

本遺跡は、茅 ヶ岳山麓の断崖 と、七里岩台地東側の片山とに挟まれた平地に位置する。この平地は通称藤井平

とよばれ、肥沃で豊かな水田地帯が広がつている。また、『甲斐国志』の記載から、古くから穀倉地帯であつたこ

とが うかがえる。周辺では過去に、中田小学校遺跡 (韮崎市教育委員会『中田小学校遺跡』1985)、 中道遺跡 (韮

崎市教育委員会『中道遺跡』1985)、 中本田遺跡 (韮崎市教育委員会『中本田遺跡 。堂の前遺跡』1987)、 前田遺

跡 (韮崎市教育委員会『前田遺跡』1988)等の発掘調査が実施された。

今回開発予定地が、埋蔵文化財包蔵地の中田小学校遺跡であることか ら、韮崎市教育委員会で試掘調査を行つ

た。その結果、遺構・遺物は確認されなかった。

図21 中田小学校遺跡 試掘調査範囲
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22 築地遺跡

所 在 地 :大草町上條東割字築地786

調査原因 :個人住宅建設

調査期間 :平成17年 3月

調査面積 :1,145.54m2

備 考 :試掘調査

遺跡の概要

本遺跡は、釜無川右岸段丘上に所在する。この段丘は、舌状に北から南にかけて台地状に張 り出している。東

側は段丘崖で、西側は沢地形 となり割羽沢川が西から南流している。周辺では過去に、久保屋敷遺跡 (山梨県教

育委員会『久保屋敷遺跡』1984)、 大輪寺東遺跡 (山梨県教育委員会『大輪寺東遺跡』1990)、 羽根前遺跡 (韮崎

市教育委員会ほか『羽根前遺跡』1999)等 の発掘調査が実施された。

今回開発予定地が、埋蔵文化財包蔵地の築地遺跡であることから、韮崎市教育委員会で試掘調査を行つた。そ

の結果、遺構 。遺物は確認されなかった。

図22 築地遺跡 試掘調査範囲
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23 長塚道下遺跡

所 在 地 :龍岡町下條東割711

調査原因 :個人住宅建設

調査期間 :平成16年 9月

調査面積 :468.47m2

備 考 :試掘調査

遺跡の概要

本遺跡は、釜無川右岸の竜岡台地に位置する。北は鋳物師屋付近から、南は下条南割までの南北約 3km、 東西

約 3kmの三角形を呈する台地である。北側に甘利沢によつて形成された小扇状地が、南側に巨大な御勅使川扇状

地がある。台地上の微地形は、御坊沢を境に西では旭山の山麓線から緩やかに東方に傾斜 し、東では起伏にとみ、

南方へ傾斜する。周辺には、長塚道上遺跡 。下馬城遺跡等が存在する。

今回開発予定地が、埋蔵文化財包蔵地の長塚道下遺跡であることから、韮崎市教育委員会で試掘調査を行つた。

その結果、遺構・遺物は確認できなかった。

爾 剛

図23 長塚道下遺跡 試掘調査範囲

n 蝿
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第 3章 まとめ

平成16年度に韮崎市内で遺跡の有無確認調査が行われた箇所は、232地点であつた。

ここ数年の韮崎市の土地開発は、郊外へ と移っている。その結果、有無確認調査実施地も、市内全域へ と広が

りを見せている。また開発目的は個人住宅建設が圧倒的に多く、これは小規模な開発が、広域に行われているこ

とを示 している。本年度の調査では、藤井町 (47ヶ 所)、 龍岡町 (26ヶ所)、 穂坂町 (23ケ 所)、 大草町 (21ヶ 所)、

旭町 (17ヶ所)で開発が多く行われている。

特に藤井町に所在する下横屋遺跡では、範囲を特定するに至る資料を続々と得ることができた。今後、得 られ

た資料を分析することで、より詳 しい下横屋遺跡の実像が浮かび上がってこよう。

現在把握されている遺跡の分布地に加え、このような開発による有無確認調査等により、遺跡の有無・範囲の

特定が新たに確認されていくことは、埋蔵文化財行政にとつて有効な資料 となる。

開発関係者の御協力あつての調査であることを感謝 し、いにしえか らの歴史をこれか らも後世の人々に伝えて

ゆくことが我々の責務であろう。今後も開発は多くなるであろうが、今年度実施された遺跡の有無確認調査や発

掘調査が、今後の埋蔵文化財保護に果たす役割は大きい。

豊かな自然 と数多くの文化財と共に歩んできた我が市が、今後も環境 と文化の共存する地域 として発展 してい

くために、本報告が一助 となれば幸いである。
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